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―投稿― エッセイ 

「表情がない」 

彷徨倶楽部：髙田 忠雄 

 

晴天の午後、近所の表道路を歩いていた。僕のホームグラウンドである、芝の里公園

でストレッチ＆小畑川沿いをウオーキングに行くための準備で、いつも通リ、指や手首、

腕や肩の関節を解しながら、ゆっくりゆっくり周囲を見ながら～。 

細い３差路にさしかかった。西方向からきた若い女性の乗った自転車と、北方向からき

た若い男性の乗った自転車が接触した。ふたりは、自転車と共にスローモーションのよ

うに、よろけて転んだ。どちらかのスマホが路面に飛んだ。 

「わぁ～危ない！」事故を目撃した僕は思わず叫んで立ちすくみ、そして駆け寄ろうと

した。怪我は･･･。ふたりは下向きかげんにぶぜんとしながらも相手の顔を見合うことな

く、自転車を起こして２台の自転車はあっという間に東と南に向かって走り去った。「え

えぇ～？」驚いたのは、その間自転車のふたりが一言もことばを発しなかったことだ。 

              ＊ 

とり残された僕は、すぐには歩き出せない。目の前の出来事が、無言、無表情のまま終

始したことに驚き、「それはないやろ～」と。 

余韻で「すみません」「ごめんなさい」「こちらこそ」「怪我はありませんか？」「大丈夫

ですか？」と、独り言芝居をしてしまってた～。 

              ＊ 

最近こんなふうな、「表情のない風景」をときどき見かけませんか････。 

もちろん、若い人に限らず、老齢男女にも････。 

いってんを見つめて、ただひたすら指を動かしている。駅や電車内に限らず、あらゆる

ところで････。歩きながら…。ひどい！自転車に乗っていても････。ベビーカーを押し

ながらでも…。 

そんなんやのに～なにかの時、にがむしを噛んだような、しかめっ面をされる時も････。 

              ＊ 

ひと同士、声と表情で伝え合うこころを忘れているのか～。 

目の前に存在する相手が、見えなくなっているのか～。 

どんなことを伝える時にも【思いきった主張を述べる時はことさらに・・・】どこかで

ちょっとにっこりとしたり･････。そんなことがあったらいい････。「にっこりやなんて、

気持ちわるい、笑ってごまかすな」と、叱られるかもしれませんが…。  －おわり－ 
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２０１６年度 第 10回 理事会報告 

11月 2日（水）19:00～20:30 県連事務所 

出 席；秋田、北村、友永、中島、宮内、佐藤、高玉、小林、東郷、池田、堀部、 

大月(記録) 

欠 席；奥野、西村、長谷川（連絡あり） 

★下記の議題について、報告 協議 決定しました。 

１．登山祭典（40 周年記念行事）（報告) 

・参加者：140名（滋賀県連 87名 近ブロ自然保護委員会 24名 一般 29名)  

・報告 県連ニュース原稿：各会から提出してもらう。期限：11/15（火）、提出先：奥野  

－感想ほか－ 

・トイレテントに座席がないと言われた。 

・トイレテントが一つ変形していて建てにくかった。 

・八雲ケ原の原状回復は自然に任せて今後見守っていく。 

 

2．道迷い遭難事故防止講演会（40 周年記念行事）（協議) 

  日程：11/19（土）18 時～21 時 

  会場：ピアザ淡海 207 号会議室 

  担当：遭対部（佐藤・西村） 協力 救助隊・教育部 

  講師：羽根田治《遭難関係の著書多数》 

  規模：100 名程度 

  参加費：会員 500 円 一般 1000 円 他府県労山会員も一般と同様 1000 円   

  申し込み数 11/1 現在 40 人 

   各会に再度呼び掛ける。新聞に案内が掲載されるのでそれまで様子を見る。 

準備 佐藤→受付名簿、配布資料、筆記具、集金袋、釣銭、案内表示、マジ

ックインク、講師謝礼、旅費、領収書 

     友永→名札北村→領収書 

  担当 司会進行→北村 開会挨拶→秋田 閉会挨拶→友永 

受付→宮内、大月、小林、高玉  写真→池田 

機器の設置、案内→中島、池田 

  

3 比良全縦会計報告 

  収入 参加費 22000 円(1000 円×22 人)   

徴収タクシ－代 9500 円(500 円×19 人) 合計 31500 円 
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  支出 交通費 14360 円  接待費 13054 円 タクシ－代 12960 円   

事務用品費 816 円 保険料 180 円  合計 41370 円 

  9870 円の赤字 

  

４．各部報告 

組織部；前月末の会員数（2016・10Ｅ／2016．9Ｅ） 

 山友会 85/85 岳友会 46/47 雪稜会 52/52 彷徨 18/19  

     ちごゆり 16/18  シャクナゲ 5/5 合計  222/226  （98.2％） 

※前年度末比 222／232 95.7％      

教育部：10/24 修了式 2 名とも修了 

自然保護部：10/23(日) 近ブロ自然保護委員会交流山行→八雲ケ原 24 人参加 

財政部：10/31 現在 収入 1223800 円  支出 1160869 円 

遭対部・CSS・SKI-NET  特になし 

機関誌部：12 月号の原稿締切 11／15 印刷・発送 11／22 

     登山祭典報告→各会 11/15 締め切り 

救助隊：10/17 近ブロ第四回搬出打合わせ 

    10/28 近ブロ全体搬出打合せ 

    12/16 講師打合せ 京都事務所 

5 その他 

 ・携帯トイレ普及活動について→登山祭典で参加者に配布 

・全国登山研究集会 11/5～6 国立オリンピック青少年センタ－ 

・第 20回全国ハイキング交流集会 11/5～6 国立オリンピック青少年センタ－ 

・清掃登山→岳友会 高室山 11/6 実施予定 

・第 18回全国自然保護集会 11/12～13 つくば市 筑波ふれあいの里  

 雪稜会 近藤さん 参加申し込み済→半額補助 

・第 14回日本山岳文化学会大会 11/26～27 東京都 東京慈恵会医科大学  

秋田会長→半額補助 

・ハイキングセミナ－  申し込みなく中止  

・第 24回近ブロ雪崩講習会 2017年１月 28日(土)～29日(日) 堂満ルンゼ周辺 

■ 次回第 11 回理事会 12 月 7 日（水）19：00 ～ 



2016年  第 54回  登山祭典報告
第 54回 登 山祭 典 は平成 28年 10月 23日 に開催 され ま した。今 年の特徴 は、

1.滋 賀 県勤労者 山岳連盟 の創 立 40周 年 を記念す る祭典 であ ること。

2 6年 ぶ りに八雲 ヶ原集 中登 山で ある こと (コ ース は各団体 別 々)。

3.登 山については、所属 の団体 で 1ま な く別の 団体 で登 山 して も構わ ない こと。

当 日は薄曇 りの肌寒 い一 日で したが 、滋 賀山友会 を皮切 りに各 団体 が八雲 ヶ原 に続

々集 ま り親 睦 を深めた一 日で した。

■登 山祭典参 加者 の集計

担 当 会 コ ー ス 会 員 他会 員 一 般 合 計

滋賀 山友会 イン谷口→大山口→金糞峠→八雲 ヶ原→

北比良峠→ (ダ ケ道)→ イン谷口

23 O 3 26

湖南岳 友会 イン谷 口→堂満岳→金糞峠→八雲 ヶ原→

北比良峠→イ ン谷ロ

17 1 2 20

比 良 雪 稜 会 葛 川細 川 → 細 川尾根 → 武 奈 ヶ岳 →

コヤ マ ノ岳 ブナ 林 → 八 雲 ケ原 → ダ ケ道 →

イ ン谷 ロ

24 0 16 40

ち ごゆ り山歩会 イ ン谷 口→ (ダ ケ道 )→北比良峠→

八雲 ヶ原 (往 復 )

12 0 7 19

紡往倶楽部 ガ リバー旅行村→八渕の滝→大招鉢→八

雲 ヶ原→イ ブルキのコバ→大招鉢→ ガ リ

バー旅行村

7 2 1 10

計 83 3 29 115

近畿 ブロック 自

然保護委 員会

滋賀 県 1.和 歌 山県 17 奈 良県 3 兵庫 県 2_京 都 府 2

合計  25

5
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滋賀県勤労者山岳連盟４０周年記念  登 山 祭 典 滋賀山友会   
 

日 時：２０１６年１０月２３日（日）  天 気：晴れのち曇り 

場 所：比良・八雲ヶ原 

参加者：会員２３名 一般２名 小学１年生 １名 

コースタム： イン谷 8:55…大山口 9:20…青ガレ 10:00…金糞峠 10:40…11:20八雲ヶ原 13:08 

…北比良峠 13:33…金糞峠 14:03…青ガレ 14:39…大山口 15:10…イン谷 15:38 

 16:00解散 

記 録：イン谷口に２６人が集合し、A,B,C,D４つ

の班に分かれて、比良正面谷を登る。 

途中で振り向くと谷あいに琵琶湖と沖島が見える。

見上げると青空をバックに少し色づきかけた広葉

樹の葉っぱが美しい。青ガレの岩場を過ぎて金糞

峠に着いた。少し風が冷たいので、峠を過ぎたと

ころで少し休憩。ここから八雲ヶ原までの沢沿い

のコースは平坦。沢の流れと色づいてきたカエデ

の美しさを愛でながら進む。八雲ヶ原では、県連

の方が横断幕を張って待っていてくれた。山友会

が１番乗りだった。後から次々と他の会の方々が

集まって来られた。遠く和歌山から参加の会の方もおられた。昼食後、約１４０名の参加者

が集まり、記念式典と交流会が行われた。我が山友会は、全員でＴ会長作詞の山友会の歌を

歌った。山で歌うのは、夏山集中に次いで２回目だ。なかなかいい歌に思えてきた。他の会

からは、代表の方の挨拶があった。また、山友会のＫ氏から、スキー場撤退の後の八雲ヶ原

の自然環境保全に関する報告があった。式典終了後、比良ロッジ跡の方を通って、金糞峠か

ら正面谷を下山した。紅葉が進む比良山に、多くの山の仲間が集まることができたことは有

意義であった。 

（文、写真： Ｍ・Ｋ） 
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第５４回登山祭典報告 
 

実施日：１０月２３日（日）天 候：晴 

 

参加者：ＣＬ村田（啓）、ＳＬ重井、岩本、岩田、大月、川端、柴田、筒井、森原、渡壁、

田中、河野、村田（敏）、中岡、小野、達摩、木村 

一般 太田、上田、徳田  会員 １８名、一般 ２名 

 

コースタイム： 

７：２０イン谷口発→８：２０ノタノホリ→１０：００堂満岳→１０：４５金糞峠→ 

１１：３０八雲ヶ原（昼食）、１２：３０登山祭典（県連４０周年記念集会） 

  １３：００発→１３：３０北比良峠→１４：４０神璽谷→１５：４０イン谷口 

会計報告： 

収入 ２０名×＠３００円＝６，０００円 

支出 

保険代＠１００円×２名＝２００円 

ブタ汁代         ３，５００円 

残金       ２,３００円（残金は一般会計へ繰り入れ） 

 

 

 
 

 

（一口感想） 

県連でお世話になった、村田さん、岩本さん、重井さん、河野さん、ご一緒

に堂満岳に登れて、楽しい一日でした。 

それにしても、山の様子の変わったことには、驚かされました。東稜道では

ナラ枯れが進み、無残な倒木が目に着きました。下りのシンジ谷コースでは、
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北比良峠直の、蟻地獄の巻道に目を見張りました。振り返ると、下流の滝場の

通過が困難になっていたのです。しばらく歩いていなかったとは言え、谷の荒

廃はすっかりコースを変えていました。 

運営上の問題点として、チラシのコースに、奥ノ深谷源流とシンジ谷の文字

がなかったこと。これは、参加者と他のコースリーダーへの周知の面で、反省

するべきでしょう。 

最後に、豚汁をふるまっていただき、ごちそうさんでした。 

太田 

 

一般で参加したにもかかわらず皆さん温かく迎えて下さり、勉強になるお話

もたくさん聞かせて頂きました。本当にありがとうございました。大勢で登るのは

初めてでとても新鮮で楽しかったです。是非また参加させて頂きたいです！  

                                                 上田 

 

色づく山並みと巨木、広がるびわ湖、コースも豚汁も素晴らしい一日でし 

た。かねてから登ってみたかった比良、「迷惑をかけてはいけない、でも行 

きたいな」と緊張ながら参加させて頂きました。集中してお話しもあまりできなかった

ですが、本当に楽しかったです。お世話になりありがとうございました。 

徳田 

 

 
 

 

（報告：村田 敏雄） 
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2016 年 登山祭典・秋の野点山行報告（比良雪稜会） 

コース JR 小野駅・和邇駅⒎:10＝葛川細川 8:15－（細川尾根）－ 

武奈ヶ岳 10:50－コヤマノ岳 11:25－八雲が原 12:25～13:35－

（ダケ道）－イン谷口 16:00＝帰路（交通手段は貸し切りバス） 

参加者 40 名（会員 24 名 一般 16 名） 

『やや健脚向き』の今回は常

連さんが若干少なめながら、

急勾配の細川尾根を一列で登

れば 40 名は圧巻の長蛇。途中

までは汗、900ｍ超えると防寒

着。到着の武奈ヶ岳山頂、景

色は抜群ですがなにしろ寒い

ので記念撮影のみでコヤマノ

岳へと向かい、少し手前の林の

中で 20 分の昼食休憩。いつもはこの後に野点で

のんびりですが、この日は県連 40 周年記念集

会参加するため八雲が原に向かう。下見の段

階で集会開始の 12 時半到着が危ぶまれてい

たものの、健脚 40 名・絶好調で無事に集会

に参加。野点は集会後に他の会の皆様にも参加

いただきながら楽しむことができました。下山路は事前のスズメバチ

情報等でコース変更も検討した結果、当初の予定通りダケ道と決定。

ただし、‹蜂に注意›の個所は静かに・・

で問題なく通過。イン谷バス停で配布し

た 40 周年記念の携帯トイレは「お土産

付き」と喜ばれ、待っていたバスで無事

の帰宅となりました。小春日和なら長居

をしたかった場所ばかりですが、秋風に

背中を押されて時間通りの順調な一日。 

             お疲れさまでした。 （小林）                              
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第 54 回登山祭典  

八淵の滝から八雲ヶ原へ  

乾久子 (彷徨倶楽部 ) 

日時：2016 年 10 月 23 日    

山域：比良 

参加者：男性 6 名女性 4 名 計 10 名(彷

徨   

倶楽部 7 名) 

天気：曇り時々晴れ 

行程：ガリバー村駐車場 9:10---大擂鉢

9:45～9:55---貴船ノ滝 10:10---大擂鉢 

分岐 10:30～10:40---七遍返しの滝上  

11:05---八雲ヶ原 11:45～13:30（登山祭

典---広谷経由で---駐車場 15:30 

   

感想 

県連の登山祭典に参加した。今年は各

会が比良八雲ヶ原に別々のコースから

集中し、県連結成４０周年の記念集会を

することになった。 

今回のルートは八雲ヶ原への最短コ

ースだ。クサリ場やハシゴ、朽ちかけた

木の橋など変化に富み、スリリングな道

が続く。また新緑、晩秋の紅葉の季節に

歩くのも価値が高い。真夏の沢登りも捨

てがたい。八雲ヶ原での登山集会では、

普段なかなか会えない他会の知人とし

ばし交流する。念願の比良雪稜会のお抹茶も頂いた。携帯トイレ

やトイレブースの設置など、大勢が集まる場合の環境への配慮を

感じた。楽しい一日を過ごせて担当の皆様に感謝。感謝。 

 

(写真その他彷徨倶楽部ブログより引用) 
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登山祭典に参加して 

 10 月 23 日、我が「ちごゆり山歩会」は一般参加者 7 名と会員 12 名合計

19 名で登山祭典に参加しました。比良駅で一般参加者の方達と合流後、大山

口からダケ道を登りました。良く整備をされたダケ道をゆっくりと少し色づ

き始めた紅葉を楽しみながら北比良峠へ。その後、昼食を済ませ 12 時過ぎ

に祭典の開催場である八雲ケ原に移動。12 時 30 分より祭典が開催されまし

た。秋田会長の挨拶の後、各会の紹介がありました。自然保護活動の報告や、

山友会さんの合唱や雪稜会さんの野点のお誘いありと、各会それぞれ特徴が

あり大変興味深かったです。集合写真撮影後、解散となりました。当会は下

山も同じコ－スを辿り、蜂の襲撃にあうこともなく、一般参加者の方達と無

事下山しました。今日の八雲ケ原はとても寒かったですが、その中準備をし

て下さった各担当者の方々有難うございました。そしてお疲れ様でした。 

 

                     ちごゆり山歩会 小泉 満子 

                 

                （高 山） 
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ふれあいハイク 報告（滋賀山友会） 
実施日 2016年 10月 2日(日)        

場所  甲賀市水口町 庚申山 ４１０m    

参加者 会員１８名 

作業生 ９名 職員４名 親１名           計 ３２名  

集合時刻・場所 午前１０時３０分 広徳寺駐車場 解散 午後１時３０分 

当日の早朝に雨が降って心配したが、ゆっ

くりの集合時間が幸いして、天気の心配も

なく、一年ぶりに皆さんの元気な顔が見ら

れました。広徳寺の展望台までの舗装され

た道を往復３時間という短い距離でしたが、

喜んでいただけたようです。舗装道の両脇

には、もみじの径、さくらの径等名前がつ

けられ、その時期には美しい並木径になる

のだろうと想像して歩きました。 

展望台で昼食をとった後、集合写真をとっ 

て、緩やかな道を集合場所まで戻りました。参加認定証を一人々会長から手渡し、その後 

に、班ごとに作業生の方から挨拶をしていただきました。閉会後、バスを見送り解散とな 

りました。 

                

補足 

電車組の会員は、

8時30分着JR貴

生川から小野峠

を越えて広徳寺

集合場所まで歩

きました。帰りは、

解散場所からま

た、展望台まで引

き返し、表参道を

下山しました。 

地図も持たずに

参加したので、ど

こを歩いているのかさっぱりわからず、荒れた登山道という印象が残りました。もう一つ

の目的「地ビールレストラン寿賀蔵」が不定休の休みと重なり、ショック！！ それで草

津の王将へ 生ビールでお疲れ様で～す。いつか地図・GPS を持ってリベンジ山行を計画

して、地ビールを味わいたいと思っています。 
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近畿ブロック自然保護交流ハイク 

比良八雲ヶ原 滋賀県連登山祭典参加報告 

 １０月２３日（日） 

 

目的は近畿ブロック自然保護交流および放射線量測定で、集合は JR湖西線比良駅 

９時０５分。予定コースは比良駅からイン谷口（キャンプ場）までは車で移動、イン谷 

口から青ガレ、金糞峠を通って八雲ヶ原へ。帰りは状況把握して北比良峠からダケ道で 

イン谷口へ下山を決め、そのように実施した。 

 参加者は滋賀県連（中島英雄）京都府連（麻田育良、岩根氏）奈良県連（高橋 円、 

由良行基周、森 明美）兵庫県連（塚本昭光、小野田さん）の８人で CL中島、SL麻田

で行動した。 

和歌山県連からはマイクロバスでイン谷口へ直接行き、別行動とすると連絡を受ける。

責任者（大住米和さん他１６人）が来られ、１人は体調不良でイン谷口に待機、登った

のは１６人。 

和歌山県連は先に出発したが、後から出発した８人グループは青ガレの先で追い越す。 

八雲ヶ原で休憩していると和歌山県連グループも到着。ここで全員が揃うこととなった。 

 放射線量測定器は兵庫県連より１台、京都府連より１台と近畿ブロックに貸し出しの 

合計３台であらかじめ決めていた地点で測定した。測定記録は京都府連麻田氏がまとめ 

ることにした。（測定値は器械により若干違いがある）奈良県連と中島で測定した記録 

票は別紙参照下さい。近畿ブロックに貸し出しの放射線量測定器を本日から滋賀で預か 

ります。 

８人グループの各地点の到着時刻（測定時刻とほぼ同じです）は次の通りです。和歌 

山県連グループ全員の下山を確認して帰宅しました。測定器は堀部氏が預かり中です。 

 

到着時刻 イン谷口出発 9:31～大山口 9:44～青ガレ 10:23～金糞峠 11:00～八雲ヶ原

12:00～13:30 

          北比良峠 13:40 ～イン谷口下山 16:00  

報告 中島英雄 



登山道の放射能汚染‐ プ作成のための測定記録票

測定山域 滋賀県 比良山

登山口及

び   登山

リレート
イン谷口～大山口～青ガレ～八雲ケ原～ヨLLヒ良峠

翌     年  2016年
 lo月  23日  (日 ) 時間帯 9:26～ 13:40 天気  曇

則定者氏名       県運盟・貸名 記録者氏名       県連盟・会名

白良行副司         奈良・奈良労山 申島英雄     滋賀・滋賀山友会

則定参加者氏名 高橋 円・奈良Hc

則定機種名 ① HORIBA PA-1000 Rad②

標高及び測定時間 1ヒ糸専′月に

“

塁
測定結果
(μ Sv/h)

劇 疋 した 場 所 は ど の よつな ところつ｀

(休憩場所・林間で落ち葉が堆積している場所、沢の近く、湿

地帯など具体的に記入して下さい)

標高 ゴ騰 3514.14 曝 lm

O.122
イ浴 口 (砂地             )

時間 9126 難 135.55.41

標 高 J朧 35.14.29 llbXlm

O.176
大山口 (砂地              )

時間 9:44 軽 13555.1〔

標 高 J鵬 35.14.42 嵯 lm

O.13(
青ガレ (花商岩)

時間 10:23 難 135.54.44

4
標 高 Jヒ争ミ 35.14.51 地墜ミ■m

O.16ラ
金糞峠 (砂地)

時間 11100 難 135.54.23

鶴 J騰 35.15.3C 咆表lrn

O.101
八雲ヶ原 (雑草 )

鋼 12:20 難 135.54.3〔

6
馬 ヨ機 35.15.12 曝 lm

O.12〔
北比良峠 (芝

時間 13:40 難 13554.4

7
標高 1ヒ争筆 曝 lm

時間 難

8
標高 J簾 lbXlm

時 間 東経

9
鶏 Jヒ黎彙 嫉 ■m

躙 韓

10
綿 Jヒ牽早 糠 lm

時間 東経

※浪腋協諸勲 地図に記入したものがあれ{」コピー柵 して下さい。気がλttfとなこ震ま見も記入して下さい。
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韓国 月出山 (ウォリレチュjレサン)無等山 (ム ドンサン)

日 程 :2016年 9月 22日 (木 )～ 26日 (月 )参加者 :CL:谷 内資 SL:村 田啓 会計 :谷内里 濱 村田恵

行 程

9/22(木)関空 H時 =金海空港 (軽便鉄道)=沙上駅(釜 山西部
バスターミナル)=光州 (クワンシ'ュ

)バスターミナル→農城駅(地下鉄)

=尚武駅→ホテル BENIKEA 18時 (泊 )

9/23(金 )月 出曲  9/24(土 )無等山  9/25日 (日 )月 出山

9/26(月 )ホテル =(タクシー)光州バスターミナル=沙上駅(朝食)

→Eマート(買物)=金海空港14時 =関空

9/23(金 )月 出山 道間違い「山賊の家 ?」 を通る 晴れ

ホテル6:30.… 尚武駅6:35=農城駅→光州バスターミナル7:05-7i50

=霊巌バスターミナル9,10=(タクシー)道甲寺9:35登山開始10:05

→(途 中で道を間違える)|[1賊 ?の家→稜線→体憩10:50-11101→ 昼

食H i45-12:20→ (稜線をアップダウン)展望台13:25-13:45→ススキ原

(オセツハ
゜
)14:00→道を間違えた分岐点15:00→ 道甲寺 15:20タ クシー

=霊巖 16:05=光州バスターミナル17:25→花亭駅=尚武駅→ ホテル

(光州 市バスターミナルに到着 )

早朝発の予定を寝過ごし、光州
バスターミナルで朝食 (う どん)を食
べて霊岩 (ヨ ンけム)ヘバスに乗る。

霊岩まで同乗した親切なおじいさん

がタクシーに交渉してくださり、5名

乗車で登山日の道 甲寺に到着。こ

のお寺は月出山を背後に控えた

名禾1です .

(月 出山天皇峰 遠望)

寺を過ぎてゆるやかな沢沿い

に登山道を歩く。沢を渡る分岐で

左へ進み、道を間違える。整備さ

れた山道で歩き良いがあちこち

にあった道標が無いのに気づく。

勾配が厳しくなり、山寺か居宅の

前で道は行き[Lり。家を訪ねるも

不在。分岐まで戻ると随分下ることになるc(ようやく展望台に到着)  1.1[I
山道の左にテープがあり、尾根  とでたく|

韓‖機無

に高かう。急登が続き、踏詠を歩く  |1習『

―
・

‐m.ti
l l ll

ススキ原 (オセッハ
゜
)

はここから下山した。

とテープに来た方向を指して「山賊  ■支

い鼈

　　　　　一

I●
=|―

::・
  ‐t   i    l  ・ ■、

道甲寺(ト カ
゛
プサ)

″資料第

亡響キ路

11 i■ 1き く繁米した′
'は

囀1■時(ヽ
71期 1

1‐
!|〔 51ろ

=だ

i li書Fう
:、 1457'I:か ら1464

■ ln11■ 人々 的に再建したク
'で

すが

111,|161轟 に

'り

所競するえず
'121=お iた lt籠 1が780名に連するほど

t.ま したがti

ξ 山賊の家か ?Jと合,点 する。岩稜を越えて支稜線に到達し、昼食と

した。周囲の展望は良く、テープを頼りに踏跡をたどり尾根添いに

歩く。途中でカップルに出会い、月出山まではとても遠いとのこと。

鞍部まで下り、再び登り返して最後はススキのブッシュをかき分け

、本来の登山道脇の展望台に到着したが1時30分を過ぎたので今 日

晰
鶴歩

て,囀:
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韓国光州

9月 24日 (土)晴れ

ホテル5:07→尚武駅5:42始発=農城駅→光Jllバ スターミす  |
ル6:22… 6:40=(ハ

゛
ス)証心寺(チ ュンシムサ)登 山「18:10-8:30→ハ I

ラム峠(′ ■ムデェ)9:33-9:50→ 桐華寺(ト
ファンサ)助(10:48-11時 →

中峰(チュンホ
ヾ
ン915m)11:35‐ 11:40→林道出合(トイレ)11:50-12

時→マック展望台12:15-12i25→ 立石台(イプソクテ1 0 1 7in)→ 瑞

石台(ソソクテ1100111)昼食 12:40-13:20→ 林道出合 13:35-13i

40→休憩 14:30-14:40→ 義兵碑 15:19→ 元暁寺 (下 L.l日 )15:

38(ハ 'ス)=(山水洞)に途中下車→お嬢さんがバスに掛け合う→ (/ヽ

゛
ス) (証心寺登 山口)

運転手が下車を指示→地下鉄文化殿堂駅=尚武駅→ホテル

光州市民の心の山と言われる無等山は「較べることができな

い名山Jとされ、近年国立公園に昇格しました。昨 日の反省か

ら4時起床5時にホテルを出発し、ターミナルから09番市内バス

に乗車、終点の証心寺バス停に到着c登山口は飲食店や登

山用品店が並び、前の店で韓国海苔巻(キムパッ)を買い求め

る。

土曜 日で登山者が多い。登山道が枝分かれして左へ渓谷沿

いを歩くとめっきり少なくなつたこ緩い登りが続くが水場を過ぎ

ると急な石段が続き、パラム峠に到着。体憩所で一体みするc

標高は500m位で登山路があちこち分かれている。峠から市街

地が見え、登つてきた実感が湧く.ヤブ蚊もいるので休憩もそこ

そこに林道を渡つて急な足根に取り付く,

尾根を登りきると樹林帯を緩やかに登る。古代寺院桐華寺

跡からは展望がF/Hけ 、稜線を中峰に向かつて歩く。ススキ原の

眼下|ま 少し霞んでいるが光州市街が広がり、左手には無等山

天皇峰や立石台が見えたc中峰から少し下り、林道に出合うと

トイレがあり国立公園監視員の小屋があるcここから立石台を通つ

瑞石台まで往復したが最後の登りが結構厳しい
=

立石台は柱状節理の溶岩柱が大きくそびえ、景色も良い。

続く瑞石台は主稜線の末端で登山者が登れる最高地点c多く

の登山者で賑わい、軍事施設のある天皇峰が目前に見える。

炊事禁上の看板が立ててあリコンロが使えないのが残念。

昼食と展望を楽しんだ後、林道から稜線を緩やかに下り、

千申倭乱(豊臣秀吉の朝鮮侵攻)の義兵碑を過ぎて元暁寺に

到着.運よくバスに乗
ったものの、随分手前

で下車してしまう31)う
一度バスに乗る際に

停留所で親切なお嬢

さんやバスの運転手に

声をかけらオt、 ようやく

地 下鉄文化殿堂 駅に

着いた。

(バラム峠休憩所)

(中 峰 )

繭
‐
響

楊

一絲請
〓一一

ｒｔ
Ｆ
〓
１
″

最高峰へは立ち入り禁止(頂上広場)



韓国 月出山

9月 25日 (日 )晴れ 23日 は道間違いでススキ原までt´ か行けなかった、本 口すよ

反対側の天皇寺 tチュナンサ)。 開新里 (ケンシンリ)側からリベンジc

ホテル5:30=(タ クシー)光州バスター ミナル6120=霊巖バスター ミナル

(朝 食を購入)=(タクシー)天皇寺 。登山口7:05(朝食)出発7:38→天皇寺

大雄殿 8日寺 8:o5→ トイ レ休憩8:158:25→ で休憩 (雲橋の手前)8:508:58
→休憩10時 10:10(鞍部か ら登った場所)→天皇峰 (チョナンホ

゛
ン)1015511:05

休ヽ憩11:4011:50→バ ラミテジャンタション12時→昼食12:4013:25
→ ススキ原 13:5014:09-分岐 (間違 つた地点)15:11→ 道甲寺15:15

15130=霊巌バスター ミナル15:4016105=光州 バスター ミナル17:30-

花亭駅 =尚武駅…ホテル18:20

今 日は登 liJの 最終 日、タクシーを利

用 して早朝に出発。登山国のキャンプ

|  ,「 場入 口で朝食。 天皇寺を過ぎると急登

イノ

(ク ルムタリ 雲橋 )

(頂上から見える雲橋 )

1,I・ギＦ
義

が始 まり、前には切 り立った岩峰がい

くつも響えている。岩 山はボル トが打

たれで クライ ミングも盛んですが急峻

なので安易に登攀できるような岩場で

はなさそ うです。

尾根 を越 えるのにクルムタリ

とtヽ う

(天皇 l■
t登

山口)

赤い吊 り橋

を渡るし足

元 と周囲が

絶景でスリ

ル満 ,点ぅな

お 1)鉄骨階

段を登 り鞍

部を越えた lilマ  :

■1所で休憩.至福 (天皇峰 )

の絶景を楽しむ。頂上手前で鹿窓 (狭 い岩の

隙問)を通 り、ようやく天皇峰に到着.頂上

はハイカーでごつた返 していた′)で眺望と写

真を楽 しんで通i旦 したc (鹿 窓 )

天皇峰か らは縦走路をアップダウン

してバラミテジャンクシ ョン (峠)ま
で下るぅ ここまで来ると登山者は少な

くな り、再び人の顔に見える人面岩に

向かつて登 り、九井峰はエ スケイプ し

てルー トを少 し外れた場所で昼食.ガ
スを沸か してラーメン・ コー ヒーを楽

しんでいると国立公園の巡視員が近 く

を通 りあわててガスを片付 |す た。韓国            ‐ l ll‐ |

の日立公園は火気禁止なので食事場所  ‐ r       .■ ,「・
にも気を使います。          (縦 走路か ら見える九井峰 )

木立の茂 る縦走路をなお も下 リ ー昨 日にテ」達 した ススキ原に到着.最後の

景色を楽 しみ道 甲寺へ無事下出 した.

光州は初めて訪れた韓国南部、全羅南道の都会で したが焼きアナゴ、鍋な

ど安 くて美味 しくl kl理 も大満足で した。 史跡 も多 くまた行 きたい所です。

記録報告 (村 田 谷内)

(登 山ロキャンブ場で朝食)

(鉄骨階段を登る)

(人面岩 )
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ぐうたら理事長のつぶやき 

 登山祭典は 140 人の参加をえて無事に終わりました。皆様のご協力のおかげ

です。ありがとうございました。ただ交流の時間が短かったのが残念です。来年

は 40 周年ファイナルとして麓のキャンブ場で土曜日の午後から大交流会を開い

て、日曜日に公開山行を実施してはどうかと思っています。来年も皆様のご協力

をお願いします。 

 

先月は本の紹介でしたので、今月は音楽の話でもしましょうか。山を題材にし

た物には「アルプス交響曲」が有名ですが、ほかにも「ヒマラヤ交響曲」もあり

ます。めったに演奏されませんが「マンフレッド交響曲」というのもあります。

交響曲以外では「はげ山の一夜」などあります。直接山には関係ありませんが「中

央アジアの高原にて」や「ダッタン人の踊り」など山の雰囲気を漂わせているも

のもあります。また、「スラブ舞曲」や「ハンガリ－舞曲」など運動会でお馴染

みのものもあります。山に行く機会がめっきり減ってしまった近頃は聞く機会が

多くなりました。他にもあると思いますが思いつくままにあげてみました。皆さ

んも時間がある時はコ－ヒ－でも飲みながら聞いてみてはいかがでしょう。 

 ちなみに私はへそ曲がりなので「アルプス交響曲」ではなく「中央アジアの高

原にて」を聞きながらラクダの背に揺られながら遥かに天山山脈を眺めながらゴ

ビ砂漠を行く風景を思い浮かべてします。それとアフガニスタンのワハン谷は憧

れの地でしたが、今となっては訪れる事は困難な国際情勢となってしまいました。 

 

 ハンキングセミナ－を計画したのですが応募がなかったので残念ですが中止

としました。準備不足を痛感しています。一応準備はしたので来年に備えて予行

演習をしたいと思います。 

 第 1 回目として計画していた音羽山に地図読みに 12 月 23 日に行きたいと思

います。三連休の初日ですが遠出をしない方に参加していただけると嬉しいです。 

 8時膳所駅集合で、びわ湖放送の所から登って平尾に下り膳所に戻りたいと思

います。参加していただける方は 12月 20日までに友永まで連絡してください。 

 

 電話番号 077-524-5618 メ－ルは yt19481013@yahoo.co.jp です。 

 

 



軋、遭穆太零轟 〔ウイガーニ≫}

忙予菫凸又魃蒟 扇肛飩%条[Ыな
ど

纏材料 :4人分
轟醸マ騨れm159章、ぇが轟轟、ウズつの馨(本饉 CJ鶴鬱入り}霧彊、
摯譲ばこ‡窯(チ攀守番代麗爾鍵 その蟻奮――鰻it

警爾 40轟、難ぬ懇鶴‡・.2本、難率ギ 112本 、曲業 4枚、
本 1簿参6難転、轟薫沐 Åさ懇2、 サ争ぽ;轟 大さ1.5、 瑾通しょう:少々

褥キ豊―プ〔寵鱗臨}4彊 奪「ウェイパー(幸華響ツ}大きじ4

髪≫蒙警聰攀濾 14繭でやつても◇試:こゃナ)

鏃聾警餞る:=範ん横ん:饉需壌号、曲慧 :斜轟餞り、畿菫 :そぎ餞つ
繭鰯であれ4ぎ、カツト諄菫妙轟爾鋳欝鑢警滝購する:=

鰊鶴撼―爾大、カマボ署|よ 轟静醸纏翁鷺堺り、えぴ鍮議警彗く1.

曲勢饉ギ菫わつ転ら、たば撃
:こね幅島

白纂ぎ・山難いか畿1麟通・轟本M警
爆えて、晰こしょうをコ漂機.

壕.本と鏑キ憩―プ警鰺え、豊菫つなも、申バラの鶉駐蕃爾警鑢え,

磐画が量らかくなるまで壼て完鐘1道争♪

罐飩簿:こ警島ポイン舞アドバイス篭竃P

餃織理マ蒻梶れの賛わつに

鳥やプ黎ミンチで作つ亀繭轟子警
入れて亀なつても美味しひ二響―

壽雨鐘攘鷺性がとつて亀難亀慧嘘ヤ
ktゝ攀織曲でもさ鋳|こく亀ヽ命‡通ゃ

瑯 呵

■9



行 事 予 定

山友艤 賞山友会、岳友燿 議岳友会、雪綾批 良雪稜会、ちご:ちごゆり曲歩会

陀良シリーズ鐘谷ヶ鋒

倒会山行・金滲アルプス

(十二坊 &三上曲 )

忘奪曲行 (魚の子山～宮メズラ

スノーハイク 着ヽ

寒鼠～粟柄越 (高島トレイル)

小女郎谷～打見彙

シャタ シャクナゲ瀕勧 ラブ、紡建 :続雀倶楽郡

スキー4・F卜 :曲スキーネット滋賀、CSS:クライミング研究会議賀
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滋賀県勤労者山岳連盟は まもなく 

40 周年を迎えます 
 

 

 

 

 
原稿の投稿先（1 月号は 2016 年 12 月１５日〆切） 

メールアドレス yutaka_o@hotmail.com まで 
 

原稿はＢ5 サイズ、フォント 10～10.5 で、また、使用す 

る写真は 200KB 以内として下さい。皆様のご協力をお 

願いします。 
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